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有識者会議

条例（案）の作成

議会審議・議決

基本指針の検討・作成

R6.5 R6.6 R6.7R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4

今後のスケジュール

神戸市AI活用アドバイザー

有識者会議後

１．有識者会議について
・有識者会議としての会議開催は本日で終了
・基本指針・リスクアセスメントの項目を策定するために、必要な内容は各委員に対して個別にヒアリング等を実施

２．基本指針の検討
・条例議決後（R6年４月）、引き続きAI活用アドバイザーの就任にご承諾いただける場合は、来年度、基本指針について
ご意見を聴取する予定
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１．意見募集結果 

 

案件名 (仮称)神戸市における AI の活用等に関する条例(案)について 

意見数 １件 

 

２．概要 

（１）提出者 

    市内の AI 関連技術の研究開発を行っている企業 

  

（２）内容 

   AI 活用の基本的な方針を決定いただくにあたり、AI 関連技術の研究開発を行っている民間企

業の立場からコメントを申し上げさせていただきます。 

 

● リスク・懸念については神戸市に限らず国政・県政・市政を問わず公共セクターにとってほぼ共通

の内容でもあり、特に我々が申し上げることはありませんが一方でメリット・目的については「神

戸市立学校において AI の活用」を除いて「市政業務の効率化」という一般的な表現のみに

当資料では留まっている点が気になりました。 

 

● 背景として、従来の ICT 技術は「効率化を通じた生産性の向上」がその導入効果と言えました

が、AI 技術の価値はこれらとは異なり「効率化」だけではなく、「業務遂行能力の向上」など

「人的資本ストックの拡大」に資する効果なども視野に入れて新たな効果を探索していくこと

が重要でないかと考える次第です。 

 

● とはいえ、「人的資本」に資する効果など、無形のものを評価するのは容易ではなく、基本的

な方針決定されるにあたって言及するのは簡単ではありませんが、市役所内で検討される「AI

技術適用プラン」を可能な限り公開いただき民間企業側と協働のもとで、さらなるアイディア

を生み出していく機会として捉えていただければ嬉しく存じます。 

  

     最後に細かな点ですが 

● 「対象は神戸市及び市の業務を請負・受託する事業者」と記述されていますが、一方で目的の

①の記述が市政の業務遂行に限らない漠然とした表現のように受け取りました。この 30 年間

を通じて、経済社会の中心的課題は、工業社会から知識社会への移行であると考えますが、

神戸市が「市政業務における AI 活用」に積極的に取り組まれていることに注目しており、

「AI の社会適用」について闊達な議論をリードいただければと願っております。 

 

R6.1.12 

有識者会議資料 

資料１ 
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「条例の制定及び目的」「対象」 

   

 

第１ 回意見に対する神戸市の考え方 

 

１ ． 条例の制定及び目的について 

 ・下記の目的で条例を作り施策を進めるという方向性について 

 ・目的として掲げる内容に不備がないか 

 

 

 

 

 

 

 

２ ． 対象 

 ・ 条例の対象を市及び市の受託事業者と し ているこ と について不備がないか 

 

 

 

 

 

 

 

(1)目的 

 ①市民の権利利益を 保護し つつ効果的かつ効率的な市政を推進するこ と  

②市民及び事業者による AI の効果的な活用を 促進するこ と  

で AI が安全かつ効果的に活用さ れる社会の実現を目指し ます。  

(2)対象 

 神戸市及び市の業務を請負・ 受託する事業者 

市民や一般の事業者の AI の活用を制限するも のではあり ません。  

R6.1.12 

有識者会議資料 

資料２  

「条例の制定及び目的」「対象」  反映状況 

   

 

 

 

意見なし  

意見なし  
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「 基本理念」 に対する意見 

   

 

３ ． 基本理念について 

 ・ 基本理念と し て掲げる内容に不備がないか 

 

№１  

意見 

目的について、生物多様性や人工的な道路・施設の資産の保全なども対象として良いので

はないか 

市の見解 

・条例（ 案） に反映予定 

 基本理念に「持続可能な社会実現」と記載があり、「生物多様性」「資産の保全」などを

含むものとして位置付ける。「（ １ ） 目的」としてではなく、リスクアセスメントの対象として反

映を検討 

 

№２  

意見 

・バイアスは一定存在するものと認識し、バイアスが悪い影響を与えないようにすること求めて

いくことが必要ではないか 

市の見解 
・条例（ 案） に反映予定 

 基本理念を修正 

 

№３  

意見 

・アカウンタビリティの観点が必要 

・説明責任や透明性だけではなく、責任の所在や誰が責任をとるのかというのを示すことが重

要 

市の見解 
・条例（ 案） に反映予定 

 基本理念に追加   

 

№４  

意見 

・既存サービスを導入もしくは、システム開発など業務によって様々だが、それぞれのケースで

責任分界点を明確にすることが重要 

市の見解 
・条例（ 案） に反映予定 

 基本理念に追加 

パブリック 

コメント 

【AI 関連技術の研究開発を行っている民間企業の意見】 

・AI の技術価値は効率化だけでなく、「業務遂行能力の向上」など、「人的ストックの拡大」 

  に資する効果なども視野に入れて新たな効果を模索していくことが重要 

・一方、人的資本に資する効果を評価するのは難しいため、市内部で検討する情報を可能 

 な限り公開し、民間企業と協働のもと、さらなるアイディアを生み出してほしい 

市の見解 

・基本指針（ 案） に、「AI  の積極的活用による市民サービスの向上」を記載しているが、

伝わりやすいよう表現の工夫を検討する 

・なお、民間企業との協働については、「基本指針（ 案） ③市民及び事業者が AI を効果

的に活用するための施策」の一つとして対応を検討する 

「 基本理念」 の反映状況 

   

 

重大性よう

(3)基本理念 

 市が AI 活用に関する施策を行う 際の基本理念は次のと おり です。  

 ①基本的人権及び社会の多様性を尊重し 、 人間を支援する技術と し て AI を活用する

こ と  

②個人及び社会が抱える様々な課題の解決を 図り 、 持続可能な社会を 実現するために

AI を積極的に活用するこ と  

③プラ イ バシー及び安全性に十分配慮し て AI を活用するこ と  

④AI の活用によっ て人間が不当な差別を受けるこ と のないよう 社会に潜在的に存在

するバイ アスにも 留意し て公平性を最大限確保すると と も に、AI の判断についての透

明性に留意し て活用するこ と （ №２ ）  

⑤AI が市民の権利利益に影響を与える可能性を認識し 、その活用についての責任の所

在を明確にするこ と （ №３ ）（ №４ ）  

⑥議会に対する説明に当たっ ては、AI による判断に委ねてはなら ず、議会における議

論の重大性を踏まえ、AI を 効果的に活用し ながら も 、説明する者が自ら 責任を 負っ て

説明を行う こ と  

⑦AI に関する高いリ テラ シーを持っ た職員の育成に努めると と も に、市民及び事業者

が AI の効果及びリ スク を判断するこ と に資する情報の提供に努めるこ と  

 

№１  「生物多様性」「資産の保全」を含むものと位置づけ 

 
: 条例に記載 
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「 基本指針」 に対する意見 

   

 

４ ． 基本指針について 

 ・ 基本指針と し て掲げる内容に不備がないか 

 

№４  

意見 

ハルシネーション（ 嘘） やドリフト（ 間違い） があるという AI の弱点を受け止めて運用する

こと 

市の見解 
・基本指針（ 案） に反映を検討 

 ①AI 活用に関する基本的な事項で記載 

 

№２  

（ 再掲）  

・バイアスは一定存在するものと認識し、バイアスが悪い影響を与えないようにすること求めて

いくことが必要ではないか 

市の見解 
・基本指針（ 案） に反映を検討 

 ①AI 活用に関する基本的な事項で記載 

 

 

 

 

 

№６  

意見 

・「データの影響範囲」の項目について、計画策定にAI を活用し、その判定結果の検証が

⾧期にわたるような場合、⾧いスパンで結果のフォローが必要となる 

市の見解 

・基本指針（ 案） に反映を検討 

 ①AI 活用に関する基本的な事項で記載 

 リスクアセスメントを実施すべきタイミングを定める（ Ex. 導入前、AI の種類（ 追加学習の

有無、ディープラーニングの有無） により導入後も継続的なチェックを行う 

№７  

意見 

・ AI の種類や提供事業者により 、 学習データ の取り 扱いや利用規約も 大き く 異なる。

新し い技術の導入など、利用規約も 変わり 続けるため、継続的にチェ ッ ク する体制が

必要になる 

市の見解 
・ 基本指針（ 案） に反映を検討 

 ①AI 活用に関する基本的な事項で記載 

№18 

（ 再掲）  

・導入時だけではなく、導入後も定期的に安全性のチェックを行うことを求めてもよいのではな

いか  

市の見解 

・基本指針（ 案） に反映を検討 

 ①AI 活用に関する基本的な事項で記載 

 リスクアセスメントを実施すべきタイミングを定める（ Ex. 導入前、AI の種類（ 追加学習の

有無、ディープラーニングの有無） により導入後も継続的なチェックを行う 

「 リ スク アセスメ ント 」 に対する意見② 

 

 

 

  

 

 

 : 基本指針に記載 

(4)基本指針 

 市は AI 活用に関する施策を行う ために次のこ と を内容と する基本指針を定めます。  

 ①市における AI 活用に関する基本的な事項 

  ・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

  ・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と （ №５ ）  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

  ・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

   （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

  ・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  

 ②市における AI 活用の際のリ スク アセスメ ント  

  ア リ スク アセスメ ント を実施する処分その他の行為（ 以下「 処分等」 と いう 。） の範囲 

イ  リ スク アセスメ ント の項目、 手法その他のリ スク アセスメ ント の実施に関する基本的な事項 

 ③市民及び事業者が AI を 効果的に活用するための施策 

  ・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践できる取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

④神戸市立学校の学校教育における、 AI を適正に活用するための教育 

⑤市の業務を請負・ 受託する 事業者が AI 活用に際し 市に同意を得なければなら ない範囲 

⑥その他、 本市における AI の活用等に関し 必要な事項 

  ・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）  

（ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 

・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を 低減するこ と （ №５ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を 認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

 （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

・ AI が必ずし も 完全でないこ と を 前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

 ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  
 

・ ユースケースの事例研究を はじ め、 効果的な活用が実践できる取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

・ 市が自ら AI を 開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）   

 （ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 
: 条例に記載 
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「 基本指針」 に対する意見 

   

 

４ ． 基本指針について 

・ 基本指針と し て掲げる内容に不備がないか 

 

 

 

 

 

№10 

意見 

第７ 部「業務で AI を利用する者向け」にフォーカスしている。 

第４ 部「学習実施者向け」も考慮が必要となるケースが出てくるかもしれない。 

市の見解 

・基本指針（ 案） に反映を検討（ ⑥として記載）  

 市が学習実施者に協力して保有データを提供するケースについては、既存法令で対応を

想定 

№８  

意見 

・人間も技術も完全ではないことを前提に、継続的な改善を図りながら運用していくこと 

・AI がブラックボックス化しないことが必要。 

市の見解 
・ 基本指針（ 案） に反映を検討 

 ①市の事務に関する AI を活用する際の留意点で記載 

№９  

意見 

・ 日々技術が進歩する分野のため、 ユースケースの事例研究など、 継続的に取り 組

む必要がある 

市の見解 

・ 基本指針（ 案） に反映を検討 

 ③AI を効果的に活用するための施策の中で、 事業者も 参加できる形でのセミ ナー 

など、 効果的な活用が実践できる取組を検討 

「 基本指針」 の反映状況 

   

 

 

  

( 4)基本指針 

 市は AI 活用に関する施策を行う ために次のこ と を内容と する基本指針を 定めます。  

 ①市における AI 活用に関する基本的な事項 

  ・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

  ・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を 受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

  ・ 差別や偏見につながる バイ アスが発生するリ スク を 低減するこ と （ №５ ）  

  ・ 差別や偏見につながる バイ アスが発生するリ スク を 認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

  ・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

   （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

  ・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存を せず、 共存し つつ、 活用方法に 

ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  

 ②市における AI 活用の際のリ スク アセスメ ント  

  ア リ スク アセスメ ント を実施する処分その他の行為（ 以下「 処分等」 と いう 。） の範囲 

イ  リ スク アセスメ ント の項目、 手法その他のリ スク アセスメ ント の実施に関する基本的な事項 

 ③市民及び事業者が AI を効果的に活用するための施策 

  ・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践でき る取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

④神戸市立学校の学校教育における、 AI を適正に活用するための教育 

⑤市の業務を請負・ 受託する事業者が AI 活用に際し 市に同意を 得なければなら ない範囲 

⑥その他、 本市における AI の活用等に関し 必要な事項 

  ・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）  

（ なお、 データ 提供については既存法令で対応を 想定）  

 

・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と （ №５ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

 （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

 ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  
 

・ ユースケースの事例研究を はじ め、 効果的な活用が実践できる取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

・ 市が自ら AI を 開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）   

 （ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 : 基本指針に記載 

 
: 条例に記載 
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「 リ スク アセスメ ント 」 に対する意見 

 

 

 

５ ． リ スク アセスメ ント について 

（ １ ） 実施対象と し て、 リ スク ベースアプローチの観点から 、 市の事業のう ち市民の権利利

益に関わる重要な判断に AI を 活用する場合を想定し ているが、 不備はないか 

 

№11 

意見 

・行政処分や市の基本的な計画だけでは不足する場合もあるのでは 

・水道、市バスの運行など、公共インフラに関する AI を活用する場合はリスクアセスメントの

対象とするべきではないか 

・あらかじめ規定することは難しいが、その他の項目も対象にしてもよいのでは 

市の見解 

・基本指針（ 案） に反映を検討 

 リスクアセスメントの対象として追加し、基本指針の中にリスクアセスメントの対象の類型化

を行い、その中の一つとして「市民の生命、身体、健康、財産に影響を与えるもの」などを記

載 

 

№12 

意見 

・有事と平時の対応について、災害が起きた場合にAI を活用するときは通常のリスクアセス

メントを実施するのか、事前に可能な範囲で整理しておく必要があるのではないか 

市の見解 

・条例（ 案） に反映  

 基本的には行政処分や市の基本的な計画等を対象にリスクアセスメントを行うが「急を要

するとき」「市が事務又は事業の遂行に支障が生ずると認めるとき」は省略するなど、柔軟な

対応とする。 

 

 

 

 

 

 

№1 

（ 再掲）  

目的について、生物多様性や人工的な道路・施設の資産の保全なども対象として良いので

はないか 

市の見解 

・基本指針（ 案） に反映を検討 

 リスクアセスメントの対象として追加し、基本指針の中にリスクアセスメントの対象の類型化

を行い、その中の一つとして記載を検討 

「 リ スク アセスメ ント 項目」 に対する 意見 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 リ スク アセスメ ント の実施が必要なも の】  

①公権力の行使にあたる行政処分に AI を活用すると き（ ※１ ）  

②市の基本的な政策を定める計画策定に AI を 活用すると き （ ※２ ）  

③その他市民生活に重大な影響を 与えるおそれがあるも のに AI を活用すると き（ №

11）  

 

・ 公益上、 緊急を要するも のに AI を活用する必要がある場合は、 リ スク アセスメ ント

を省略するこ と ができ る。（ ただし 、 当該 AI 活用開始後、 速やかにリ スク アセスメ ン

ト を行う ）（ №12）  

 

①行政処分に準ずるもの 
②市民の生命、身体、健康、財産に影響を与えるもの 
③自然環境、歴史的財産など市民の住環境に影響を与えるもの
を想定（ №１ ）  

【 行政処分・ 計画策定に関する補足】  

※１  行政処分 

 国または公共団体が行う 行為のう ち、 直接国民の権利義務を形成する、 または、  

 その範囲が確定するこ と 、 が法律上認めら れているも の 

  【 例】 課税、 営業許可、 保育所入所、 職員採用、 児童手当 

※２  基本的な政策を 定める計画策定 

基本構想の案並びに市の基本的な政策を定め、 又は個別の行政分野における施策の 

基本方針その他基本的な事項を定める計画 

 
: 条例に記載 
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「 リ スク アセスメ ント 項目」 に対する意見① 

   

 

５ ． リ スク アセスメ ント について 

（ ２ ） リ スク アセスメ ント の項目と し て掲げる内容に不備がないか（ 具体のリ スク アセス

メ ント の実施手順や基準については今後ご意見を伺いたいと 考えており ます）  

 

№13 

意見 

暴力行為や反社会的行為を 助⾧ するリ スク がないかについてリ スク アセスメ ン

ト の項目と し て追加が必要ではないか 

市の見解 
・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 ①影響範囲の特定の中で、暴力行為などを助⾧ する可能性を検討する 

 

 

 

№５  

（ 再掲）  

・バイアスは一定存在するものと認識し、バイアスが悪い影響を与えないようにすること求めて

いくことが必要ではないか。 

市の見解 
・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 ④公平性の確保（ バイアスへの対応） の文言を修正 

 

 

 

  

№14 

意見 

ユーザーインターフェース（ UI ） が重要。人間の判断を補助するような UI、例えば人間が間

違った判断や誤解をしにくいデザインや操作性などが求められる。人と機械の関係性をいかに

考えていくのかが重要だと思う 

市の見解 

・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

③透明性の確保の中で、誤解を招かない UI や、ユーザ向けに AI を利用していることを記

載 

№15  

意見 

・ リ スク アセスメ ント の項目と し て学習データ や説明可能性が挙げら れているが、  

 神戸市でどこ まで実施するか、 対象範囲の整理が必要 

市の見解 

・ リ スク アセスメ ント （ 案） に反映を検討 

③透明性の確保の中で、学習データ 、説明可能性と いっ た開発事業者の協力が必要な

項目については事業者から の情報取得を努力義務と する。また、情報が得ら れない場

合にも 、リ スク 回避できる方法の検討を必須と するなど、リ スク アセスメ ント の項目

で検討 

№16 

意見 
・様々なステークホルダーを巻き込んで議論していく必要がある。 

市の見解 
・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 ⑤アカウンタビリティの確保の中で、必要性を記載 

「 リ スク アセスメ ント 項目」 に対する反映状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキュ リ ティ の確保については、 庁内の既存の仕組み 

（ システム導入時のセキュ リ ティ 審査） で対応予定 

１ ． リ スク アセスメ ント 項目案 

①影響範囲の特定 

・ AI を使用する事務の内容と 使用範囲を特定し 、 AI が誤作動し た場合に生じ る影響を把握し たう えで、 AI

の位置づけを決定するこ と （ №13 暴力行為等への助⾧の可能性を検討）  

②プラ イ バシーの保護 

・ 学習データ の収集、 分析などにおいて、 プラ イ バシー保護に留意し 、 個人情報を慎重に取り 扱う こ と  

③説明可能性の確保 透明性の確保 

・ AI の判断理由、 根拠を 提示でき る仕組みと するこ と  

・ 人を欺く こ と がないよう にするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と をユーザに提示するこ

と  

 ・ 人が間違っ た判断や誤解をし ない U I 設計をするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と を市

民・ 事業者に提示するこ と （ №14）  

  ・ 事業者から の情報提供を求めるよう 努めるこ と 、 また、 情報が得ら れない場合には、 リ スク 回避できる

方法を必須と するこ と （ №15）  

④公平性の確保（ バイ アスへの対応）  

・ 学習データ ・ アルゴリ ズムに差別や偏見につながるバイ アスがないこ と を確認するこ と 発生するリ スク

を低減するこ と （ №５ ）  

・ 学習するこ と により  新たに差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と

（ №５ ）  

⑤透明性の確保 アカ ウンタ ビリ ティ の確保 

・ 利害関係者を把握し 、 責任者を 明確にし たう えで判断に関する正当な意味・ 理由の説明、 必要に応じ た

賠償・ 補償等の措置が取れるこ と 。（ №16）（ №２ ）（ №３ ）  

・ AI の種類によっ て通報による再検討の対応方針を確認するこ と （ №17）  

⑥ユーザ職員への教育 

・ AI の判断に誤り が含まれるこ と や AI の業務における位置づけをユーザ職員に研修等を 通じ て教育する

こ と  

⑦判断の責任 

・ AI は補助的な役割を行う も のであり 、 リ スク 等を認識し たう えで最終的な判断は必ず職員が行う 運用と

するこ と  

 

２ ． リ スク アセスメ ント 手法 

  AI 判定結果の検証が⾧期にわたるよう な場合、 リ スク アセスメ ント を行う 時期を予め定める。  

  （ №18）（ №７ ）  

 

 : 基本指針に記載 
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「 リ スク アセスメ ント 項目」 に対する反映状況 

 

 

 

 

№２  

（ 再掲）  

・アカウンタビリティの観点が必要。 

・説明責任や透明性だけではなく、責任の所在や誰が責任をとるのかというのを示すことが重

要。 

市の見解 
・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 ⑤アカウンタビリティの確保の中で、必要性を記載 

 

№17 

意見 

通報を受けて対応する仕組みがあるかについてリスクアセスメントの項目として追加が必要で

はないか。 

市の見解 

・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 ⑤アカウンタビリティの確保の中で、AI の種類（ 追加学習の有無、ディープラーニングの有

無） によって通報による再検討の仕組みの必要性を記載 

 

 

№３  

（ 再掲）  

・既存サービスを導入もしくは、システム開発など業務によって様々だが、それぞれのケースで

責任分界点を明確にすることが重要。 

市の見解 
・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 ⑤アカウンタビリティの確保の中で、必要性を記載 

№18 

意見 

・導入時だけではなく、導入後も定期的に安全性のﾁｪｯｸを行うことを求めてもよいのではな

いか。  

市の見解 

・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 リスクアセスメントを実施すべきタイミングを定める（ Ex. 導入前、AI の種類（ 追加学習の

有無、ディープラーニングの有無） により導入後も継続的なチェックを行う 

№７  

（ 再掲）  

・「データの影響範囲」の項目について、計画策定にAI を活用し、その判定結果の検証が

⾧期にわたるような場合、⾧いスパンで結果のフォローが必要となる 

市の見解 

・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

 リスクアセスメントを実施すべきタイミングを定める（ Ex. 導入前、AI の種類（ 追加学習の

有無、ディープラーニングの有無） により導入後も継続的なチェックを行う 

№19 

意見 

・現状、「リスク等を認識したうえで最終的な判断は必ず職員が行う運用とすること」とある

が、今後、職員が不足し、十分な体制が確保できなくなったときに、AI に任せる部分、職員

が担う部分をどの範囲にするか将来的な議論が必要ではないか。 

市の見解 
・現時点では職員による判断が必須だと考えており、今後、国の動向や技術の進展見なが

ら継続的に検討する。 

「 リ スク アセスメ ント 項目」 に対する意見 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキュ リ ティ の確保については、 庁内の既存の仕組み 

（ システム導入時のセキュ リ ティ 審査） で対応予定 

 

１ ． リ スク アセスメ ン ト 項目案 

①影響範囲の特定 

・ AI を使用する事務の内容と 使用範囲を特定し 、 AI が誤作動し た場合に生じ る影響を把握し たう えで、 AI

の位置づけを決定するこ と （ №13 暴力行為等への助⾧の可能性を検討）  

②プラ イ バシーの保護 

・ 学習データ の収集、 分析などにおいて、 プラ イ バシー保護に留意し 、 個人情報を慎重に取り 扱う こ と  

③説明可能性の確保 透明性の確保 

・ AI の判断理由、 根拠を提示できる仕組みと するこ と  

・ 人を欺く こ と がないよう にするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と をユーザに提示するこ

と  

 ・ 人が間違っ た判断や誤解をし ない UI 設計をするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と を 市

民・ 事業者に提示するこ と （ №14）  

  ・ 事業者から の情報提供を求めるよう 努めるこ と 、 また、 情報が得ら れない場合には、 リ スク 回避できる

方法を必須と するこ と （ №15）  

④公平性の確保（ バイ アスへの対応）  

・ 学習データ ・ アルゴリ ズムに差別や偏見につながるバイ アスがないこ と を確認するこ と 発生するリ スク

を低減するこ と （ №５ ）  

・ 学習するこ と により  新たに差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と

（ №５ ）  

⑤透明性の確保 アカ ウンタ ビリ ティ の確保 

・ 利害関係者を把握し 、 責任者を明確にし たう えで判断に関する正当な意味・ 理由の説明、 必要に応じ た

賠償・ 補償等の措置が取れる こ と 。（ №16）（ №２ ）（ №３ ）  

・ AI の種類によっ て通報による再検討の対応方針を確認するこ と （ №17）  

⑥ユーザ職員への教育 

・ AI の判断に誤り が含まれるこ と や AI の業務における位置づけをユーザ職員に研修等を 通じ て教育する

こ と  

⑦判断の責任 

・ AI は補助的な役割を行う も のであり 、 リ スク 等を認識し たう えで最終的な判断は必ず職員が行う 運用と

するこ と  

 

２ ． リ スク アセスメ ン ト 手法 

  AI 判定結果の検証が⾧期にわたるよう な場合、 リ スク アセスメ ント を行う 時期を予め定める。  

  （ №18）（ №７ ）  

 

 : 基本指針に記載 
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「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

   

 

A I 事業者ガイドライン案に対する神戸市の考え方 

●AI 事業者ガイド ラ イ ン案における各主体毎に重要と なる事項と 条例案の対比 

 

 

 

 

 

第 2 部.  共通の指針 

共通の指針に加えて主体毎に重要となる事項 

神戸市条例（ 案）  第 3 部.  AI 開発
者（ D）  

第 4 部.  AI 提供
者（ P）  

第 5 部.  AI 利用
者（ U）  

1） 人間中心 ①人間の尊厳と個人の自律  
② AI による意思決定・感情の操

作等への留意  
③ 偽情報等への留意  

④ 多様性・包摂性の確保 
⑤ 利用者支援 

⑥ 持続可能性の確保 

－ － － ・共通指針 

2） 安全性 ① 人間の生命・心身・財産、及
び環境への配慮  
② 適正利用  

③ 適正学習 

ⅰ.  適切なデータ
の学習  
ⅱ. 人間の生 命・

心身・財産、及び
環境に配慮した開
発  
ⅲ. 適正利用に資

する開発 

i.  人間の生命・心
身・財産、及び環
境に配慮したリスク

対策  
ii.  適正利用に資
する提供 

i.  安全を考慮した
適正利用 

・共通指針 
・Uⅰ 
 

 
＋Dⅰ、Pⅰの確認 
 
 

3） 公平性 ① AI モデルの各構成技術に 含

まれるバイアスへの配慮  
② 人間の判断の介在 

i.  データに含まれ

るバイアスへの配慮  
ii .  AI モデルのアル
ゴリズム等に含まれ

るバイアスへの配慮 

i.  AI システム・サー

ビスの構成やデータ
に含まれるバイアス
への配慮 

i.  入力データ、プ

ロンプトに 含まれ
るバイアスへの配慮 

・共通指針 

・Uⅰ 
 
＋Dⅰ、D i i、Pⅰの

確認 

4） プライバシ
ー保護 

① AI システム・サービス全般にお
けるプライバシーの保護 

ⅰ.  適切なデータ
の学習  

（ D-2 ）  i.  再
掲）  

i.  プライバシー 保
護のための仕組み

や対策の導入  
ii.  プライバシー侵

害への対策 

i.  個人情報の不
適切入力とプライ

バシー侵害への対
策 

・共通指針 
・Uⅰ 

 
・Dⅰ、Pⅰ、P i i の確

認 

5 ） セキュリテ
ィ確保 

① AI システム・サービスに影響す
るセキュリティ対策  

② 最新動向への留意 

i.  セキュリティ対策
のための仕組みの

導入  
ii .  最新動向への

留意 

i.  セキュリティ対策
のための仕組みの

導入  
ii.  脆弱性への対

応 

i.  セキュリティ対策
の実施 

・共通指針 
・Uⅰ 

 
・Dⅰ、Pⅰ、P ii の確

認 

6） 透明性 ① 検証可能性の確保 
② 関連するステークホルダーへの

情報提供  
③ 合理的かつ誠実な対応  
④ 関連するステークホルダーへの

説明可能性・解釈可能性の向上 

i.  検証可能性の
確保 

ii .  関連するステー
クホルダーへの情報
提供 

i.  システムアーキテ
クチャ等の 文書化  

ii.  関連するステー
クホルダーへの 情
報提供 

i.  関連するステー
クホルダーへの情報

提供 

・共通指針 
・Uⅰ 

 
 
＋UI 設計の留意 

＋I 使用の明示 

7 ） アカウンタ

ビリティ 

① トレーサビリティの向上 ② 共

通の指針の対応状況の 説明  
③ 責任者の明示  

④ 関係者間の責任の分配  
⑤ ステークホルダーへの具体的な
対応  

⑥ 文書化 

i.  AI 提供者への

共通の指針の対
応状況の説明  

ii .  開発関連情報
の文書化 

i.  AI 利用者への

共通の指針の 対
応状況の説明 ii.

サービス規約等の
文書化 

i.  関連するステー

クホルダーへの説明  
ii.  提 供された文

書の活用と規約の
遵守 

・共通指針 

・Uⅰ 
 

＋必要に応じた 
賠償・保証等の措置 

8 ） 教育・ リ
テラシー 

① AI リテラシーの確保 
② 教育・リスキリング  

③ ステークホルダーへのフォローアッ
プ 

－ － － ・共通指針 

9） 公正競争
確保 

－ － － － ・共通指針 

10 ） イノベー
ション 

① オープンイノベーション等の推進  
② 相互接続性・相互運用性への

留意  
③ 適切な情報提供 

i.  イノベーションの
機会創造への貢

献 

－ － ・共通指針 

R6.1.12 

有識者会議資料 

資料３  

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

１ ． 条例の制定及び目的について 

 ⇒変更なし  

 

 

 

 

 

 

２ ． 対象 

 ⇒変更なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)目的 

 ①市民の権利利益を 保護し つつ効果的かつ効率的な市政を推進するこ と  

②市民及び事業者による AI の効果的な活用を促進するこ と  

で AI が安全かつ効果的に活用さ れる社会の実現を目指し ます。  

(2)対象 

 神戸市及び市の業務を請負・ 受託する事業者 

市民や一般の事業者の AI の活用を制限するも のではあり ません。  

11



「 AI 事業者ガイド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

３ ． 基本理念について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドライン案 

抜粋 

(P10)  

【基本理念】 

A.  基本理念 

「はじめに」で述べたとおり、我が国が2019 年 3 月に策定した「人間中心のAI 社会

原則」においては、AI がSociety 5 . 0 の実現に貢献することが期待されている。また、

AI を人類の公共財として活用し、社会の在り方の質的変化や真のイノベーションを通

じて地球規模の持続可能性へとつなげることが重要であることが述べられている。そし

て、以下の3 つの価値を「基本理念」として尊重し、「その実現を追求する社会を構築

していくべき」としている。 

① 人間の尊厳が尊重（ ア） される社会（ Dig nity） ⇒基本理念① 

 AI を利活用して効率性や利便性を追求するあまり、人間がAI に過度に依存した

り、人間の行動をコントロールすることにAI が利用される社会を構築するのではなく、人

間がAI を道具として使いこなすことによって、人間の様々な能力をさらに発揮することを

可能とし、より大きな創造性を発揮したり、やりがいのある仕事に従事したりすることで、

物質的にも精神的にも豊かな生活を送ることができるような、人間の尊厳が尊重される

社会を構築する必要がある 

② 多様な背景を持つ人々が多様な幸せを追求できる社会 

 （ Diversity and  I nclusion）             ⇒基本理念① 

 多様な背景と価値観、考え方を持つ人々が多様な幸せを追求し、それらを柔軟に包

摂した上で新たな価値を創造できる社会は、現代における一つの理想であり、大きなチ

ャレンジである。AI という強力な技術は、この理想に我々を近づける一つの有力な道具

となりうる。我々はAI の適切な開発と展開によって、このように社会の在り方を変革し

ていく必要がある 

③ 持続可能な社会（ Sustainab ility）        ⇒基本理念② 

 我々は、AI の活用によりビジネスやソリューションを次々と生み、社会の格差を解消

し、地球規模の環境問題や気候変動等にも対応が可能な持続性のある社会を構築

する方向へ展開させる必要がある。科学・技術立国としての我が国は、その科学的・技

術的蓄積を AI によって強化し、そのような社会を作ることに貢献する責務がある 

市の見解 

・条例（ 案） に反映予定 

基本理念に基本的な内容を含んでいると考えるが、一部足りない内容を①に追加

する 

  : 基本理念に反映 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 3)基本理念 

 市が AI 活用に関する施策を行う 際の基本理念は次のと おり です。  

 ①人間の尊厳（ ア）、 基本的人権及び社会の多様性を尊重し 、 人間を 支援する技術と し

て AI を活用するこ と  

②個人及び社会が抱える様々な課題の解決を図り 、 持続可能な社会を実現するために

AI を積極的に活用するこ と  

③プラ イ バシー及び安全性に十分配慮し て AI を活用するこ と  

④AI の活用によっ て人間が不当な差別を 受けるこ と のないよう 社会に潜在的に存在

するバイ アスにも 留意し て公平性を最大限確保すると と も に、AI の判断についての透

明性に留意し て活用するこ と （ №２ ）  

⑤必要なセキュ リ ティ を確保し て AI を活用するこ と （ イ）  

⑥AI が市民の権利利益に影響を与える可能性を認識し 、その活用についての責任の所

在を明確にするこ と （ №３ ）（ №４ ）  

⑦議会に対する説明に当たっ ては、AI による判断に委ねてはなら ず、議会における議

論の重大性を踏まえ、AI を 効果的に活用し ながら も 、説明する者が自ら 責任を 負っ て

説明を行う こ と  

⑧AI に関する高いリ テラ シーを持っ た職員の育成に努めると と も に、市民及び事業者

が AI の効果及びリ スク を 判断するこ と に資する情報の提供に努めるこ と  

⑨AI に関する公正な競争環境の維持及び社会全体のイ ノ ベーショ ンの促進に貢献する

よう 努めるこ と （ ウ）  

№１  「生物多様性」「資産の保全」を含むものと位置づけ 

 
: 条例に記載 
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「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドライン案

抜粋 

(P12～20)  

【共通の指針】 

C.  共通の指針 

取組にあたり、各主体は、以下に述べる1） 人間中心に照らし、法の支配、人権、

民主主義、多様性、公平公正な社会を尊重するよう AI システム・サービスを開発・提

供・利用し、憲法や知的財産関連法令、個人情報保護法をはじめとする関連法令、

AI に係る個別分野の既存法令等を遵守すべきであり、国際的な指針等の検討状況

についても留意することが重要である。 

各主体が連携して、バリューチェーン全体で取り組むべきことは、具体的には、以下のと

おり整理される。 

 

 1)  人間中心 ⇒基本理念① 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用において、後述する各事項を含

む全ての取り組むべき事項が導出される土台として、少なくとも憲法が保障する又は国

際的に認められた人権を侵すことがないようにすべきである。また、AI が人々の能力を

拡張し、多様な人々の多様な幸せ（ w ell-being） の追求が可能となるように行動す

ることが重要である。 

① 人間の尊厳と個人の自律  

② AI による意思決定・感情の操作等への留意  

③ 偽情報等への対策  

④ 多様性・包摂性の確保 

⑤ 利用者支援  

⑥ 持続可能性の確保 

 

2 )  安全性   ⇒基本理念③ 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用を通じ、AI に関わる全ての者の

生命・心身・財産に危害を及ぼすことがないようにすべきである。加えて、環境に危害を

及ぼすことがないようにすることが重要である。 

① 人間の生命・心身・財産、及び環境への配慮  

② 適正利用  

③ 適正学習 

 

 

市の見解 ・基本理念に基本的な内容を含んでいると考える 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3)基本理念 

 市が AI 活用に関する施策を行う 際の基本理念は次のと おり です。  

 ①人間の尊厳（ ア）、 基本的人権及び社会の多様性を尊重し 、 人間を支援する技術と し

て AI を活用するこ と  

②個人及び社会が抱える様々な課題の解決を図り 、 持続可能な社会を実現するために

AI を積極的に活用するこ と  

③プラ イ バシー及び安全性に十分配慮し て AI を活用するこ と  

④AI の活用によっ て人間が不当な差別を 受けるこ と のないよう 社会に潜在的に存在

するバイ アスにも 留意し て公平性を最大限確保すると と も に、AI の判断についての透

明性に留意し て活用するこ と （ №２ ）  

⑤必要なセキュ リ ティ を確保し て AI を活用するこ と （ イ ）  

⑥AI が市民の権利利益に影響を与える可能性を認識し 、その活用についての責任の所

在を明確にするこ と （ №３ ）（ №４ ）  

⑦議会に対する説明に当たっ ては、AI による判断に委ねてはなら ず、議会における議

論の重大性を踏まえ、AI を効果的に活用し ながら も 、説明する者が自ら 責任を負っ て

説明を行う こ と  

⑧AI に関する高いリ テラ シーを持っ た職員の育成に努めると と も に、市民及び事業者

が AI の効果及びリ スク を判断するこ と に資する情報の提供に努めるこ と  

⑨AI に関する公正な競争環境の維持及び社会全体のイ ノ ベーショ ンの促進に貢献する

よう 努めるこ と （ ウ）  

 

№１  「生物多様性」「資産の保全」を含むものと位置づけ 

 
: 条例に記載 
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「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

ガイドライン案

抜粋 

(P12～20)  

【共通の指針】 

C.  共通の指針 

3)  公平性         ⇒基本理念④ 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用において、特定の個人ないし集

団へのその人種、性別、国籍、年齢、政治的信念、宗教等の多様な背景を理由とし

た不当で有害な偏見や差別を最小化することが重要である。また、各主体は、潜在的

なバイアスを最小化するよう留意し、それでも回避できないバイアスがあることを認識しつ

つ、この回避できないバイアスが人権や多様な文化を尊重する観点から許容可能か評

価をした上で、AI システム・サービスの開発・提供・利用を行うことが重要である。 

① AI モデルの各構成技術に含まれるバイアスへの配慮 

② 人間の判断の介在 

 

4 )  プライバシー保護    ⇒基本理念③ 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用において、その重要性に応じ、プ

ライバシーを尊重し、保護することが重要である。その際、関係法令を遵守すべきであ

る。 

① AI システム・サービス全般におけるプライバシーの保護 

 

5 )  セキュリティ確保（ イ）  ⇒基本理念⑤ 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用において、AI の振る舞いについ

て外部的操作によって意図せぬ変更や停止が生じることのないようにセキュリティを確保

することが重要である。 

① AI システム・サービスに影響するセキュリティ対策 

② 最新動向への留意  

 

6 )  透明性         ⇒基本理念④ 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用において、AI システム・サービス

を活用する際の社会的文脈を踏まえ、AI システム・サービスの検証可能性を確保しな

がら、必要かつ技術的に可能な範囲で、ステークホルダーに対し合理的な範囲で適切

な情報を提供することが重要である。 

① 検証可能性の確保 

② 関連するステークホルダーへの情報提供  

③ 合理的かつ誠実な対応  

④ 関連するステークホルダーへの説明可能性・解釈可能性の向上 

市の見解 

・５ ） を除き、基本理念に基本的な内容を含んでいると考える 

・「セキュリティ確保」については、庁内の既存の仕組み（ システム導入時のセキュリティ

審査） で対応予定であるが、 AI 特有の脆弱性に対する攻撃（ 例: データに人間に

は判別できない程度の微少な変動を加え、作為的に AI モデルを誤動作させる攻撃

（ Adversarial exam ple 攻撃） ） なども指摘されていることから既存の仕組みに加

えAI を活用する際に留意すべきものとして追加する 

  : 基本理念に反映 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

( 3)基本理念 

 市が AI 活用に関する施策を行う 際の基本理念は次のと おり です。  

 ①人間の尊厳（ ア）、 基本的人権及び社会の多様性を尊重し 、 人間を 支援する技術と し

て AI を活用するこ と  

②個人及び社会が抱える様々な課題の解決を図り 、 持続可能な社会を実現するために

AI を積極的に活用するこ と  

③プラ イ バシー及び安全性に十分配慮し て AI を活用するこ と  

④AI の活用によっ て人間が不当な差別を 受けるこ と のないよう 社会に潜在的に存在

するバイ アスにも 留意し て公平性を最大限確保すると と も に、AI の判断についての透

明性に留意し て活用するこ と （ №２ ）  

⑤必要なセキュ リ ティ を確保し て AI を活用するこ と （ イ）  

⑥AI が市民の権利利益に影響を与える可能性を認識し 、その活用についての責任の所

在を明確にするこ と （ №３ ）（ №４ ）  

⑦議会に対する説明に当たっ ては、AI による判断に委ねてはなら ず、議会における議

論の重大性を踏まえ、AI を 効果的に活用し ながら も 、説明する者が自ら 責任を 負っ て

説明を行う こ と  

⑧AI に関する高いリ テラ シーを持っ た職員の育成に努めると と も に、市民及び事業者

が AI の効果及びリ スク を 判断するこ と に資する情報の提供に努めるこ と  

⑨AI に関する公正な競争環境の維持及び社会全体のイ ノ ベーショ ンの促進に貢献する

よう 努めるこ と （ ウ）  

 

№１  「生物多様性」「資産の保全」を含むものと位置づけ 

 
: 条例に記載 
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「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドライン案

抜粋 

(P12～20)  

【共通の指針】 

7 )  アカウンタビリィ    ⇒基本理念⑥ 

各主体は、AI システム・サービスの開発・提供・利用において、トレーサビリティの確

保や共通の指針の対応状況等について、ステークホルダーに対して、各主体の役割や

開発・提供・利用する AI システム・サービスのもたらすリスクの程度を踏まえ、合理的な

範囲でアカウンタビリティを果たすことが重要である。 

① トレーサビリティの向上  

② 共通の指針の対応状況の説明  

③ 責任者の明示  

④ 関係者間の責任の分配  

⑤ ステークホルダーへの具体的な対応  

⑥ 文書化 

 

8 )  教育・リテラシー   ⇒基本理念⑧ 

各主体は、各主体内のAI に関わる者が、AI に係る正しい理解と社会的に正しい

利用ができる知識・リテラシー・倫理感を持つために、必要な教育を行うことが期待され

る。また、各主体は、AI の複雑性や誤情報といった特性や、意図的な悪用の可能性

もあることを勘案して、ステークホルダーに対しても教育を行うことが期待される。 

① AI リテラシーの確保 

② 教育・リスキリング 

③ ステークホルダーへのフォローアップ 

 

9 )  公正競争確保（ ウ）   ⇒基本理念⑨ 

各主体は、AI を活用した新たなビジネス・サービスが創出され、持続的な経済成⾧

の維持と社会課題の解決策の提示がなされるよう、AI をめぐる公正な競争環境の維

持に努めることが期待される。 

 

10)  イノベーション（ ウ）   ⇒基本理念⑨ 

各主体は、社会全体のイノベーションの促進に貢献するよう、努めることが期待され

る。 

① オープンイノベーション等の推進  

② 相互接続性・相互運用性への留意  

③ 適切な情報提供 

市の見解 
・９ ） 、10） を除き、基本理念に基本的な内容を含んでいると考える 

・９ ） 公正競争確保、10） イノベーションについては、内容を追加する。 

  : 基本理念に反映 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 3)基本理念 

 市が AI 活用に関する施策を行う 際の基本理念は次のと おり です。  

 ①人間の尊厳（ ア）、 基本的人権及び社会の多様性を尊重し 、 人間を 支援する技術と し

て AI を活用するこ と  

②個人及び社会が抱える様々な課題の解決を図り 、 持続可能な社会を実現するために

AI を積極的に活用するこ と  

③プラ イ バシー及び安全性に十分配慮し て AI を活用するこ と  

④AI の活用によっ て人間が不当な差別を 受けるこ と のないよう 社会に潜在的に存在

するバイ アスにも 留意し て公平性を最大限確保すると と も に、AI の判断についての透

明性に留意し て活用するこ と （ №２ ）  

⑤必要なセキュ リ ティ を確保し て AI を活用するこ と （ イ）  

⑥AI が市民の権利利益に影響を与える可能性を認識し 、その活用についての責任の所

在を明確にするこ と （ №３ ）（ №４ ）  

⑦議会に対する説明に当たっ ては、AI による判断に委ねてはなら ず、議会における議

論の重大性を踏まえ、AI を 効果的に活用し ながら も 、説明する者が自ら 責任を 負っ て

説明を行う こ と  

⑧AI に関する高いリ テラ シーを持っ た職員の育成に努めると と も に、市民及び事業者

が AI の効果及びリ スク を 判断するこ と に資する情報の提供に努めるこ と  

⑨AI に関する公正な競争環境の維持及び社会全体のイ ノ ベーショ ンの促進に貢献する

よう 努めるこ と （ ウ）  

 

№１  「生物多様性」「資産の保全」を含むものと位置づけ 

 
: 条例に記載 
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「 AI 事業者ガイド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

４ ． 基本指針について 

ガイドライン案

抜粋 

(P34～35)  

【AI 利用者に

関する事項】 

第５ 部 AI 利用者に関する事項 

AI 利用者は、AI 提供者から安全、安心で信頼できるAI システム・サービスの提供

を受け、AI 提供者が意図した範囲内で継続的に適正利用及び必要に応じてAI シス

テムの運用を行うことが重要である。それにより業務効率化や生産性、創造性の向上

等 AI によるイノベーションの最大の恩恵を受けることが可能となる。また、人間の判断を

介在させることにより、人間の尊厳や自律を守りながら自己や社会を潤し、予期せぬ事

故を防ぐことも可能となる。 

AI 利用者は、社会やステークホルダーからAI の能力や出力結果に関して説明を求

められた場合、AI 提供者等のサポートを得てその要望に応えることが期待され、関係

者に留まらず、社会及びステークホルダーからの理解を得られるよう努めることに加え、よ

り効果的な AI 利用のために必要な知見習得も期待される。 

以下にAI 利用者にとって、重要な事項を挙げる。 

 

U-2） i.  安全を考慮した適正利用     ⇒基本指針①、リスクアセスメント③ 

・AI 提供者が定めた利用上の留意点を遵守して、AI 提供者が設計において想定し

た範囲内で AI システム・サービスを利用する（ ウ）  

・正確・必要な場合には最新性（ データが適切であること） 等が担保されたデータの入

力を行う（ エ）  

・AI の出力について精度やリスクの程度を理解し、様々なリスク要因を確認した上で利

用する（ オ）  

U-3） i.  入力データ、プロンプトに含まれるバイアスへの配慮  

                          ⇒基本指針①、リスクアセスメント⑤ 

・著しく公平性を欠くことがないよう公平性が担保されたデータの入力を行い、プロンプト

に含まれるバイアスに留意して、責任をもってAI 出力結果の事業利用判断を行う 

U-4） i.  個人情報の不適切入力とプライバシー侵害への対策  

⇒リスクアセスメント② 

・AI システム・サービスへ個人情報を不適切に入力することがないよう注意を払う(カ）  

・AI システム・サービスにおけるプライバシー侵害に関して適宜情報収集し、防止を検

討する 

U-5） i.  セキュリティ対策の実施       ⇒基本指針①、リスクアセスメント⑥ 

・AI 提供者によるセキュリティ上の留意点を遵守する（ キ）  

U-6） i.  関連するステークホルダーへの情報提供      ⇒リスクアセスメント⑦ 

・著しく公平性を欠くことがないよう公平性が担保されたデータの入力を行い、プロンプト

に含まれるバイアスに留意してAI システム・サービスから出力結果を取得し、結果を事

業判断に活用した際は、その結果が必要な関連するステークホルダーに周知する 

市の見解 

・基本指針（ 案） 又はリスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

・基本指針（ 案） 及びリスクアセスメント（ 案） にガイドライン案の趣旨はおおよそ含ま

れていると考えるが、一部足りない内容を追加する 

  : ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ項目に反映 

  : 基本指針に反映 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)基本指針 

 市は AI 活用に関する施策を行う ために次のこ と を内容と する基本指針を定めます。  

 ①市における AI 活用に関する基本的な事項 

 ・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

  ・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

  ・ AI 提供者が定めたサービス規約や利用上の留意点を遵守し て、 AI 提供者が設計において想定

し た範囲内で AI を利用するこ と （ ウ）（ コ ）  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と （ №５ ）  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

  ・ AI へ個人情報を不適切に入力するこ と がないよう 注意を払う こ と （ カ）  

  ・ AI 提供者によるセキュ リ ティ 上の留意点を遵守するこ と （ キ）  

  ・ 外部から 提供さ れるデータ を用いるこ と が予定さ れている場合には、 AI の特性や用途、 提供先

と の接点、 プラ イバシーポリ シー等を踏まえ、 データ 提供の手段、 形式等について、 あら かじ

めデータ 提供元に情報提供するこ と （ ク ）  

  ・ AI 提供者から 提供さ れた AI についての文書を適切に保管・ 活用するこ と （ ケ）  

  ・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

   （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

  ・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  

 ②市における AI 活用の際のリ スク アセスメ ント  

 ③市民及び事業者が AI を 効果的に活用するための施策 

  ・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践できる取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

④神戸市立学校の学校教育における、 AI を適正に活用するための教育 

⑤市の業務を請負・ 受託する 事業者が AI 活用に際し 市に同意を得なければなら ない範囲 

⑥その他、 本市における AI の活用等に関し 必要な事項 

  ・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）  

（ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 

・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

・ AI 提供者が定めたサービス規約や利用上の留意点を遵守し て、 AI 提供者が設計において想 

 定し た範囲内で AI を利用するこ と （ ウ）（ コ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を 低減するこ と （ №５ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を 認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

・ AI へ個人情報を不適切に入力するこ と がないよう 注意を払う こ と （ カ）  

・ AI 提供者によるセキュリ ティ 上の留意点を遵守するこ と （ キ）  

・ 外部から 提供さ れるデータ を用いるこ と が予定さ れている場合には、 AI の特性や用途、 提供 

 先と の接点、 プラ イバシーポリ シー等を踏まえ、 データ 提供の手段、 形式等について、 あら  

 かじ めデータ 提供元に情報提供するこ と （ ク ）  

・ AI 提供者から 提供さ れた AI についての文書を適切に保管・ 活用するこ と （ ケ）  

・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

 （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

 ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  

 

・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践できる取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）   

 （ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 : 基本指針に記載 

 
: 条例に記載 

16



「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドライン案

抜粋 

(P34～35)  

【AI 利用者に

関する事項】 

第５ 部 AI 利用者に関する事項 

U-7） i.関連するステークホルダーへの説明 ⇒基本指針①、リスクアセスメント④、⑦ 

・関連するステークホルダーの性質に応じて害のない範囲で、適正な利用方法を含む

情報提供を平易かつアクセスしやすい形で行う 

・関連するステークホルダーから提供されるデータを用いることが予定されている場合に

は、AI の特性や用途、提供先との接点、プライバシーポリシー等を踏まえ、データ提供

の手段、形式等について、あらかじめ当該ステークホルダーに情報提供する（ ク）  

・当該 AI の出力結果を特定の個人又は集団に対する評価の基礎とする場合には、

AI を利用している旨を評価対象となっている当該特定の個人又は集団に対して通知

し、必要に応じて合理的な範囲で人間による判断を求める機会を設ける 

・利用する AI システム・サービスの性質に応じて、関連するステークホルダーからの問合

せに対応する窓口を設置し、AI 提供者とも連携の上説明や要望の受付を行う 

U-7） ii. 提供された文書の活用と規約の遵守 ⇒基本指針① 

・AI 提供者から提供されたAI システム・サービスについての文書を適切に保管・活用

する（ ケ）  

・AI 提供者が定めたサービス規約を遵守する（ コ）  

市の見解 

・基本指針（ 案） 又はリスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

・基本指針（ 案） 及びリスクアセスメント（ 案） にガイドライン案の趣旨はおおよそ含ま

れていると考えるが、一部足りない内容を追加する 

  : 基本指針に反映 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 4)基本指針 

 市は AI 活用に関する施策を 行う ために次のこ と を 内容と する基本指針を 定めます。  

 ①市における AI 活用に関する基本的な事項 

 ・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

  ・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

  ・ AI 提供者が定めたサービス規約や利用上の留意点を遵守し て、 AI 提供者が設計において想定

し た範囲内で AI を利用するこ と （ ウ）（ コ ）  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と （ №５ ）  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

  ・ AI へ個人情報を不適切に入力するこ と がないよう 注意を払う こ と （ カ）  

  ・ AI 提供者によるセキュ リ ティ 上の留意点を遵守するこ と （ キ）  

  ・ 外部から 提供さ れるデータ を用いるこ と が予定さ れている場合には、 AI の特性や用途、 提供先

と の接点、 プライバシーポリ シー等を踏まえ、 データ 提供の手段、 形式等について、 あら かじ

めデータ 提供元に情報提供するこ と （ ク ）  

  ・ AI 提供者から 提供さ れた AI についての文書を適切に保管・ 活用するこ と （ ケ）  

  ・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を 行う こ と  

   （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

  ・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

ついて継続的な改善を 図るこ と （ №８ ）  

 ②市における AI 活用の際のリ スク アセスメ ント  

 ③市民及び事業者が AI を効果的に活用するための施策 

  ・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践でき る取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

④神戸市立学校の学校教育における、 AI を適正に活用するための教育 

⑤市の業務を請負・ 受託する事業者が AI 活用に際し 市に同意を得なければなら ない範囲 

⑥その他、 本市における AI の活用等に関し 必要な事項 

  ・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）  

（ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 

・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と （ №４ ）  

・ AI 提供者が定めたサービス規約や利用上の留意点を遵守し て、 AI 提供者が設計において想 

 定し た範囲内で AI を利用するこ と （ ウ）（ コ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を 低減するこ と （ №５ ）  

・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を 認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

・ AI へ個人情報を不適切に入力するこ と がないよう 注意を払う こ と （ カ）  

・ AI 提供者によるセキュリ ティ 上の留意点を遵守するこ と （ キ）  

・ 外部から 提供さ れるデータ を用いるこ と が予定さ れている場合には、 AI の特性や用途、 提供 

 先と の接点、 プラ イバシーポリ シー等を踏まえ、 データ 提供の手段、 形式等について、 あら  

 かじ めデータ 提供元に情報提供するこ と （ ク）  

・ AI 提供者から 提供さ れた AI についての文書を適切に保管・ 活用するこ と （ ケ）  

・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

 （ №６ ）（ №７ ）（ №18）  

・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

 ついて継続的な改善を図るこ と （ №８ ）  

 

・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践でき る取り 組みを行う こ と （ №９ ）  

・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイ ド ラ イン等に従い、 適切に対応するこ と （ №10）   

 （ なお、 データ 提供については既存法令で対応を想定）  

 : 基本指針に記載 

 
: 条例に記載 
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「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

５ ． リ スク アセスメ ント について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドライン案

抜粋 

(別添 P130 )  

【AI 利用者に

関する事項の

解説】 

U-3） ⅰ. 入力データ、プロンプトに含まれるバイアスへの配慮 

[具体的な手法] 

⚫  各種バイアスによってAI の出力が決定づけられることへの留意 

➢ データの代表性によるバイアス    ⇒リスクアセスメント⑤ 

・データの代表性が確保されないことによってバイアスが生じる可能性がある 

・社会的バイアスを内在するデータを用いることによってバイアスが生じる可能性がある 

・前処理の方法により利用時の入力データに意図せずバイアスが生じる可能性がある 

➢ データに含まれる個人情報の扱い  ⇒リスクアセスメント② 

・データの代表性を満たすために個人情報を含む大量のデータを集めようとする場合に、

特に丁寧に扱う 

➢ アルゴリズムによるバイアス       ⇒リスクアセスメント⑤ 

・アルゴリズム次第でセンシティブ属性（ 公平性の観点から排除すべき対象者の性別や

人種等の個人の属性） によるバイアスが生じる可能性がある（ サ）  

➢ センシティブ属性の明確化（ サ）   ⇒リスクアセスメント⑤ 

➢ センシティブ属性に関し確保すべき公平性の内容の明確化（ サ）  

⇒リスクアセスメント⑤ 

➢ 公平性の基準を満たす制約の機械学習アルゴリズムへの付加 

⇒リスクアセスメント⑤ 

市の見解 
・リスクアセスメント（ 案） に反映を検討 

・公平性におけるセンシティブ属性の重要性に鑑み、ガイドライン案の解説から追加する 

  : ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ項目に反映 

「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ． リ スク アセスメ ント 項目案 

①影響範囲の特定 

・ AI を使用する 事務の内容と 使用範囲を特定し 、 AI が誤作動し た場合に生じ る 影響を把握し たう えで、 AI の位

置づけを決定するこ と （ №13 暴力行為等への助⾧の可能性を検討）  

②プラ イ バシーの保護 

・ 学習データ の収集、 分析などにおいて、 プラ イ バシー保護に留意し 、 個人情報を慎重に取り 扱う こ と  

③安全性の確保 

・ 正確性・ 必要な場合には最新性（ データ が適切であるこ と ） 等が担保さ れたデータ の入力を行う こ と  

 （ エ）  

・ AI の出力について精度やリ スク の程度を理解し 、 様々なリ スク 要因を確認し た上で利用するこ と （ オ）  

④説明可能性の確保 透明性の確保 

・ AI  の判断理由、 根拠を提示できる仕組みと するこ と  

・ 人を欺く こ と がないよう にするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と をユーザに提示するこ と  

・ 人が間違っ た判断や誤解を し ない U I 設計をするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と を市民・ 事

業者に提示するこ と （ №14）  

・ 事業者から の情報提供を求めるよう 努めるこ と 、 また、 情報が得ら れない場合には、 リ スク 回避できる方法を

必須と するこ と （ №15）  

⑤公平性の確保（ バイ アスへの対応）  

・ 学習データ ・ アルゴリ ズムに差別や偏見につながるバイ アスがないこ と を確認するこ と 発生するリ スク を低減

するこ と （ №５ ）  

・ 学習するこ と により 新たに差別や偏見につながるバイアスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と （ №５ ）  

・ センシティ ブ属性（ 公平性の観点から 排除すべき対象者の性別や人種等の個人の属性） を明確化すると と も に、

センシティ ブ属性に基づき差別や偏見につながるバイアスが発生するリ スク を低減するこ と （ サ）  

⑥セキュ リ ティ の確保 

・ AI 特有の脆弱性に関するリ スク を認識し 、 リ スク 回避のために AI 提供者によるセキュ リ ティ 上の留意点 を遵

守するこ と （ ウ）  

⑦透明性の確保 アカ ウンタ ビリ ティ の確保 

・ 利害関係者を把握し 、 責任者を明確にし たう えで判断に関する正当な意味・ 理由の説明、 必要に応じ た賠償・

補償等の措置が取れるこ と 。（ №16）（ №２ ）（ №３ ）  

・ AI の種類によ っ て通報による再検討の対応方針を確認するこ と （ №17）  

⑧ユーザ職員への教育 

・ AI の判断に誤り が含まれるこ と や AI の業務における位置づけを職員に研修等を通じ て教育するこ と  

⑨判断の責任 

・ AI は補助的な役割を行う も のであり 、 リ スク 等を認識し たう えで最終的な判断は必ず職員が行う 運用と するこ

と  

２ ． リ スク アセスメ ント 手法 

  AI 判定結果の検証が⾧期にわたるよう な場合、 リ スク アセスメ ント を行う 時期を予め定める。  

  （ №18）（ №７ ）  

 : 基本指針に記載 
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【 参考】 浄書版「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 1)目的 

 ①市民の権利利益を保護し つつ効果的かつ効率的な市政を推進するこ と  

②市民及び事業者による AI の効果的な活用を 促進するこ と  

で AI が安全かつ効果的に活用さ れる社会の実現を目指し ます。  

(2)対象 

 神戸市及び市の業務を請負・ 受託する事業者 

市民や一般の事業者の AI の活用を制限するも のではあり ません。  

(3)基本理念 

 市が AI 活用に関する施策を 行う 際の基本理念は次のと おり です。  

 ①人間の尊厳、基本的人権及び社会の多様性を尊重し 、人間を支援する技術と し て AI

を活用するこ と  

②個人及び社会が抱える様々な課題の解決を図り 、 持続可能な社会を実現するために

AI を積極的に活用するこ と  

③プラ イ バシー及び安全性に十分配慮し て AI を活用するこ と  

④AI の活用によっ て人間が不当な差別を受けるこ と のないよう 社会に潜在的に存在

するバイ アスにも 留意し て公平性を最大限確保すると と も に、AI の判断についての透

明性に留意し て活用するこ と  

⑤必要なセキュ リ ティ を確保し て AI を活用するこ と  

⑥AI が市民の権利利益に影響を与える可能性を認識し 、その活用についての責任の所

在を明確にするこ と  

⑦議会に対する説明に当たっ ては、AI による判断に委ねてはなら ず、議会における議

論の重大性を踏まえ、AI を効果的に活用し ながら も 、説明する者が自ら 責任を負っ て

説明を行う こ と  

⑧AI に関する高いリ テラ シーを持っ た職員の育成に努めると と も に、市民及び事業者

が AI の効果及びリ スク を判断するこ と に資する情報の提供に努めるこ と  

⑨AI に関する公正な競争環境の維持及び社会全体のイ ノ ベーショ ン の促進に貢献す

るよう 努めるこ と  

【 参考】 浄書版「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 4)基本指針 

 市は AI 活用に関する施策を行う ために次のこ と を内容と する基本指針を定めます。  

 ①市における AI 活用に関する基本的な事項 

 ・ AI の積極的活用による市民サービスの向上・ 行政事務の効率化 

  ・ 嘘や間違いが存在する AI の弱点を受け止めて運用するこ と  

  ・ AI 提供者が定めたサービス規約や利用上の留意点を遵守し て、 AI 提供者が設計において想

定し た範囲内で AI を利用するこ と  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と  

  ・ 差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と  

  ・ AI へ個人情報を不適切に入力するこ と がないよう 注意を払う こ と  

  ・ AI 提供者によるセキュ リ ティ 上の留意点を遵守するこ と  

  ・ 外部から 提供さ れるデータ を用いるこ と が予定さ れている場合には、 AI の特性や用途、 提供

先と の接点、 プラ イバシーポリ シー等を踏まえ、データ 提供の手段、形式等について、 あら か

じ めデータ 提供元に情報提供するこ と  

  ・ AI 提供者から 提供さ れた AI についての文書を 適切に保管・ 活用するこ と  

  ・ AI に使われている学習データ 、 利用規約については、 定期的に確認を行う こ と  

  ・ AI が必ずし も 完全でないこ と を前提に、 AI に過度な依存をせず、 共存し つつ、 活用方法に 

ついて継続的な改善を図るこ と  

 ②市における AI 活用の際のリ スク アセスメ ント  

 ③市民及び事業者が AI を効果的に活用するための施策 

  ・ ユースケースの事例研究をはじ め、 効果的な活用が実践できる取り 組みを行う こ と  

④神戸市立学校の学校教育における、 AI を適正に活用するための教育 

⑤市の業務を請負・ 受託する事業者が AI 活用に際し 市に同意を得なければなら ない範囲 

⑥その他、 本市における AI の活用等に関し 必要な事項 

  ・ 市が自ら AI を開発する際には、 国のガイ ド ラ イ ン等に従い、 適切に対応するこ と  
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【 参考】 浄書版「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 リ スク アセスメ ント の実施が必要なも の】  

・ 公権力の行使にあたる行政処分の判断 

・ 市の基本的な政策を定める 計画策定の判断 

・ その他市民・ 事業者に重大な影響を及ぼす可能性がある判断 

・ 公益上、 緊急を 要するも のに AI を活用する必要がある場合は、 リ スク アセスメ ント

を省略するこ と ができる。（ ただし 、 当該 AI 活用開始後、 速やかにリ スク アセスメ

ント を行う ）  

【 参考】 浄書版「 AI 事業者ガイ ド ラ イ ン」 に対する市の考え方 

 

 

 

 

 

 

１ ． リ スク アセスメ ント 項目案 

①影響範囲の特定 

・ AI を使用する事務の内容と 使用範囲を特定し 、 AI が誤作動し た場合に生じ る影響を把握し たう えで、 AI

の位置づけを決定するこ と  

②プラ イ バシーの保護 

・ 学習データ の収集、 分析などにおいて、 プラ イバシー保護に留意し 、 個人情報を慎重に取り 扱う こ と  

③安全性の確保 

・ 正確性・ 必要な場合には最新性（ データ が適切であるこ と ） 等が担保さ れたデータ の入力を行う こ と  

・ AI の出力について精度やリ スク の程度を理解し 、 様々なリ スク 要因を確認し た上で利用するこ と  

④透明性の確保 

・ AI の判断理由、 根拠を提示できる仕組みと するこ と  

・ 人が間違っ た判断や誤解をし ない U I 設計をするこ と 。 また、 必要に応じ て AI を使用し ているこ と を市

民・ 事業者に提示するこ と  

・ 事業者から の情報提供を求めるよう 努めるこ と 、 また、 情報が得ら れない場合には、 リ スク 回避でき る方

法を必須と するこ と  

⑤公平性の確保（ バイ アスへの対応）  

・ 学習データ ・ アルゴリ ズムに差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と  

・ 学習するこ と により 新たに差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を認識し 、 対応するこ と  

・ センシティ ブ属性（ 公平性の観点から 排除すべき対象者の性別や人種等の個人の属性） を明確化すると と

も に、 センシティ ブ属性に基づき差別や偏見につながるバイ アスが発生するリ スク を低減するこ と  

⑥セキュ リ ティ の確保 

・ AI 特有の脆弱性に関するリ スク を認識し 、 リ スク 回避のために AI 提供者によるセキュ リ ティ 上の留意点 

を遵守するこ と  

⑦アカ ウンタ ビリ ティ の確保 

・ 利害関係者を把握し 、 責任者を明確にし たう えで判断に関する正当な意味・ 理由の説明、 必要に応じ た賠

償・ 補償等の措置が取れるこ と  

・ AI の種類によっ て通報による再検討の対応方針を確認するこ と  

⑧職員への教育 

・ AI の判断に誤り が含まれるこ と や AI の業務における位置づけを職員に研修等を通じ て教育するこ と  

⑨判断の責任 

・ AI は補助的な役割を行う も のであり 、 リ スク 等を認識し たう えで最終的な判断は必ず職員が行う 運用と す

るこ と  

 

２ ． リ スク アセスメ ント 手法 

  AI 判定結果の検証が⾧期にわたるよう な場合、 リ スク アセスメ ント を行う 時期を予め定める 
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